
Ⅲ　特 別 会 計



１　競輪開催事業費 4,939,371,232 円 （競輪事務所）

［総　括］

　昭和 24 年からスタートした競輪事業は、市民の身近な娯楽として親しまれているほか、公益財団法人ＪＫＡへ

の交付金等を通じて、機械工業の振興、体育事業をはじめとした公益の増進に寄与している。

　令和３年度は、年間を通して新型コロナウイルス感染症対策を実施しての開催であったが、売上金は開催日数の

増加に加え、コロナ禍における社会構造の変化などによるインターネット投票の増加や令和２年度に施設閉鎖など

の影響を受けた場外発売の売上が増加したことから、前年度比で約 39 億円の増となった。

　単年度収支についても、収益性の高い記念競輪やミッドナイト競輪の売上が好調であったこと等により、約 11

億８千万円を確保することができ、２億８千万円を一般会計に繰り出した。

　競輪業界では、中期基本方針に沿って競輪の持続的発展による社会還元（①機械振興、②公益増進、③地方財政

の健全化）の最大化を図るための取組を進めている。豊橋競輪場においても、来場者や全国の競輪ファンにとって

魅力ある競輪場となるよう施設整備を推進するとともに、新たな顧客層を獲得するための多様な開催形態の導入や

場外発売場数の増加等の施策に取り組み、本場開催や場外発売を公正、安全に実施し、収益の確保に努めていく。

［実績及び成果］

　　市営競輪開催成績

　　施設整備費 62,413,978 円

　　　競輪事業施設等整備基金残高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　単位：千円

決算額等

会計名
決算額（円）

財 　 源 　 内 　 訳 （円）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一 般 財 源

競 輪 事 業 23,471,068,740 0 0 36,113,464 23,434,955,276

区　　　分 令和２年度 令和３年度 比　　　較

開 催 回 数
日 数

普通競輪 11回 17節 50日 12回 19節 57日 9.1％ 11.8％ 14.0％

記念競輪 1 1 4 1 1 4 0.0 0.0 0.0

　 計 12 18 54 13 20 61 8.3 11.1 13.0

入 場 者 数

区分 有料 無料 有料 無料 有料 無料

普通競輪 5,880人 8,977人 ─ 29,452人 皆減 3.3倍

記念競輪 ─ 5,875 ─ 5,795 ─ △ 1.4％

　 計 5,880 14,852 ─ 35,247 皆減 2.4倍

売 上 高

普通競輪 14,276,762,100円 17,584,915,600円 23.2％

記念競輪 5,004,827,400 5,587,284,200 11.6　

　 計 19,281,589,500 23,172,199,800 20.2　

競輪事業特別会計

区　　　分 令和２年度 令和３年度

主 な 内 容
メインスタンド空気調和機修繕

高圧設備取替修繕

メインスタンド空気調和機修繕

照明塔等改修基本及び実施設計

非常用発電機部品取替修繕

令和３年度当初 積　立　額 取 崩 し 額 令和３年度末残高

1,107,981 850,670 35,000 1,923,651

－ 337 －



［指　標］

指 標 名：単年度収支
指標説明：（歳入総額－歳出総額）－前年度実質収支
　　　　　※利子以外の財政調整基金収入は歳入に含まず、一般会計繰出金及び利子以外の
　　　　　　基金積立金は歳出に含まない
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1,040,283千円

1,184,367千円

454,341千円 341,168千円

545,793千円

－ 338 －



１　国民健康保険給付事業費 21,989,432,230 円 （国保年金課）＜公的医療保険制度の円滑な運営＞

［総　括］

　少子化や後期高齢者医療制度への移行等により被保険者数は減少した一方、令和２年度に新型コロナウイルス感

染症の影響により減少した１人当たり医療給付金額は、高齢化の進展、医療の高度化等により増加した。新型コロ

ナウイルス感染症対策として、新型コロナウイルスに感染した被保険者に対し傷病手当金を支給した。今後も医療

費の適正化に努めるとともに、国、県、国民健康保険団体連合会等関係機関と協力し、適切な保険給付事業の推進

を図る。

［実績及び成果］

　　保険給付費 21,989,432,230 円

［指　標］

決算額等

会計名
決算額（円）

財 　 源 　 内 　 訳 （円）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一 般 財 源

国 民 健 康 保 険 事 業 32,620,651,809 22,478,205,142 0 379,335 10,142,067,332

区　　　　分
令和２年度 令和３年度

件　　数 金　　　額 件　　数 金　　　額

医 療 給 付 1,204,638件 20,862,373,426円 1,253,832件 21,813,192,488円

出 産 育 児 一 時 金 給 付 253 105,913,230 225 94,185,990

葬 祭 費 給 付 440 22,000,000 424 21,200,000

傷 病 手 当 金 31 995,179 64 2,549,992

審 査 支 払 手 数 料 等 ─ 56,360,395 ─ 58,303,760

平 均 被 保 険 者 数 75,568人 73,652人

指 標 名： 1 人当たり医療給付金額
指標説明：（療養諸費（審査支払手数料を除く）＋高額療養費＋移送費）／平均被保険者数（一般＋退職）

150,000円

200,000円

250,000円

300,000円

350,000円

400,000円
進捗率

3年度2年度元年度30年度29年度

276,074円
296,166円
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284,574円

２　国保税納税事務費 479,885 円 （納税課）＜公的医療保険制度の円滑な運営＞

［総　括］

　納期内納付の徹底と滞納者及び滞納金額の減少を目的として、効果的な啓発事業及び口座振替加入促進、的確迅

速な収納整理、法に基づいた厳正な滞納整理に努めた。また、新型コロナウイルス感染症対策として、収入が大幅

に減少した被保険者に対し、保険税の減免を行った。

［実績及び成果］

　　国保税収納整理事務費 402,620 円

国民健康保険事業特別会計

現 年 度 課 税 分 保 険 税

令和２年度 令和３年度

調　定　額 収　入　額 調　定　額 収　入　額

7,534,278,000円 7,024,770,291円 7,261,788,700円 6,820,041,955円

－ 339 －



　　国保税滞納整理事務費 77,265 円

［指　標］

指 標 名：保険税収入率（現年度課税分、滞納繰越分）
指標説明：収入額／調定額
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滞 納 繰 越 分 保 険 税

令和２年度 令和３年度

調　定　額 収　入　額 調　定　額 収　入　額

2,935,341,542円 593,522,566円 2,433,093,350円 493,961,399円

３　特定健康診査等事業費 236,527,019 円 （健康増進課）＜疾病の予防対策の推進＞

［総　括］

　特定健康診査では、受診率の向上に向け、AI を活用した対象者別のはがきによる未受診者勧奨をこれまでの２

回から１回増やし３回実施した。特定保健指導では、遠隔面接による保健指導を開始し、コロナ禍でも安心して受

講できる体制づくりに努めた。今後も引き続き特定健康診査受診率及び特定保健指導初回面接利用者数の増加等に

努め、糖尿病等の生活習慣病予防に向けた保健事業を推進していく。

［実績及び成果］

　　特定健康診査事業費 233,340,123 円

　　特定保健指導事業費 3,186,896 円

特 定 健 康 診 査

令和２年度 令和３年度

受診券発送者数 受 診 者 数 受診券発送者数 受 診 者 数

56,349人 19,534人 56,860人 20,159人

区　　　　分 令和２年度 令和３年度

初 回 面 接

利 用 者 数

動 機 付 け 支 援 274人 256人

積 極 的 支 援 44 46

－ 340 －



［指　標］

指 標 名：特定健康診査受診率
指標説明：受診者数／受診券発送者数
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－ 341 －



１　総合動植物公園管理運営事業費 972,620,032 円 （動植物園）

［総　括］

　総合動植物公園の魅力向上のため、ガバメントクラウドファンディングを活用したチンパンジー舎の改修及びエ

ンリッチメント施設の更新に取り組んだ。また、インド共和国・マイソール動物園よりアジアゾウ３頭の寄贈を受

けた。

　通常開園は感染症対策を徹底しながら開園できたことで、入園者数は増加したが、ナイトＺＯＯは新型コロナウ

イルス感染症緊急事態宣言の発出により、一部開催中止を余儀なくされ、入園者数が前年度の半分程度にまで落ち

込んだ。今後も感染症対策を徹底しながら効果的なプロモーション活動の展開や園の魅力向上に取り組んでいく。

［実績及び成果］

　〔動植物公園入園状況〕

　〔施設整備〕

決算額等

会計名
決算額（円）

財 　 源 　 内 　 訳 （円）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一 般 財 源

総合動植物公園事業 1,607,496,268 2,564,000 33,500,000 18,367,415 1,553,064,853
＜のんほいパークの魅力向上＞

区　　　　分 令和２年度 令和３年度 比　　較

開 園 日 数 289日 314日 8.7％

入 園 者 数 延　804,922人 延　960,167人 19.3

動 物 の 展 示
131種 138種 5.3

749点 805点 7.5

植 物 の 展 示 2,634種 2,685種 1.9

遊 具 設 置 数 14機 14機 0.0

遊 具 利 用 者 数 延　609,211人 延 1,155,125人 89.6

内 容

令和２年度 令和３年度

西第二・西第三駐車場整備工事

園内サイン整備工事

チンパンジー舎改修工事

エンリッチメント施設更新

総合動植物公園事業特別会計

－ 342 －



　⑴　イベント企画運営事業費 47,947,444 円

　　　ナイト ZOO の開催

　　　四季イベント等の開催

内 容

令和２年度 令和３年度

開催日

（7.5、7.12、7.18、7.19、7.23～7.25、8.1、

8.2、8.8～8.16、8.22、8.23、8.29、8.30、

9.5、9.6、9.12、9.13、9.19～9.21、9.26、

9.27、10.3、10.18、10.24、10.31）

開催日

（7.22～7.25、7.30、7.31、8.1、8.6～8.11、

8.15、8.20、8.22）

内 容

令和２年度 令和３年度

○季節のイベント

・秋のイベント（10.10～11.23）

・クリスマス、新春イベント

（12.12～12.30、1.2～1.17）

・春のイベント（3.13～3.31）

○企業コラボイベント

・地元企業とのイベント

（10.18、12.20、2.14）

○季節のイベント

・ゴールデンウィークイベント

（4.29～5.9）

・秋のイベント（10.9～11.23）

・クリスマス、新春イベント

（12.11～1.16）

・春のイベント（3.12～3.31）

○企業、団体コラボイベント

・地元企業とのイベント

（11.3、11.6、12.25）

－ 343 －



内 容

令和２年度 令和３年度

○鉄道を利用した広域に向けたＰＲ

・JR東海道本線中吊広告

（8.7～8.14）

東海道本線（米原～熱海）の普通、

快速全車両への中吊ポスター（B3

ワイド版）掲出

・JR飯田線中吊広告（8.7～8.14）

飯田線全車両への中吊ポスター

（B3 ワイド版）掲出

○中日新聞（東三河版・静岡版・長野

版）ＰＲ広告

（7.24、8.29、2.27、3.27）

○豊橋商工会議所　会報誌「ニューボ

イス」への広告掲載

（8.1）

○新聞折込チラシ（東三河、西三河一

部、浜松）

（8.7）

○豊橋駅東西自由連絡通路でのＰＲフ

ラッグ設置

（7.22～9.11）

○中日新聞（東三河版・静岡版・長野

版）ＰＲ広告

（4.29、7.23、8.28、2.25、2.26）

○豊橋商工会議所　会報誌「ニューボ

イス」への広告掲載

（8.1）

○新聞折込チラシ（東三河、西三河一

部、浜松）

（8.5）

○豊橋駅東西自由連絡通路でのＰＲフ

ラッグ設置

（7.22～8.22）

○三重テレビＣＭ（三重県内）

（7.25）

○インターネット広告

（7.15～8.22）

○書籍「まるごとぜんぶ豊橋の本」掲

載

（2.17）

　　　シティプロモーションの推進

　［指　標］

指 標 名：総合動植物公園１日当たりの入園者数
指標説明：入園者数／開園日数
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（313日）
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（314日）
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－ 344 －



１　公共駐車場管理運営事業費 133,045,005 円 （土木管理課）

［総　括］

　中心市街地における駐車環境を整えることで、路上駐車の解消や歩行者の交通安全確保を図っている。令和３年

度は施設長寿命化計画に沿って、松葉公園地下駐車場の泡消火設備の取替などを行ったほか、利用者の利便性向上

のために駅前大通公共駐車場（第１）、（第２）に車番認識システムを導入した。今後も安全で快適な駐車場をめざし、

質の高いサービスの提供と効率的な管理運営を図っていく。

［実績及び成果］

　　公共駐車場管理運営事業費 133,045,005 円

　　　〔利用状況〕

※普通駐車は夜間駐車、打切り料金及び定期利用を除く

［指　標］

区　　　　分 令和２年度 令和３年度

施 設 管 理 費 34,796,093円 27,932,005円

指 定 管 理 料 73,450,868 74,335,000

施 設 整 備 費 131,786,670 30,778,000

0回

1回

2回

3回

4回
進捗率

3年度2年度元年度30年度29年度

指 標 名：公共駐車場 1 日平均回転率
指標説明：1日平均利用台数／駐車場収容台数

1.4回

2.4回 2.4回 2.3回

1.1回

公共駐車場事業特別会計

区　　　分

令和２年度 令和３年度

年　　　間
利用総台数

１日平均
利用台数

1台当たり平均
普通駐車時間

年　　　間
利用総台数

１日平均
利用台数

1台当たり平均
普通駐車時間

駅前第１公共駐車場 45,102台 124台 72分 43,728台 120台 60分

駅前第２公共駐車場 98,058 269 80 156,429 429 83

松葉公園地下駐車場 54,040 148 109 49,040 134 115

決算額等

会計名
決算額（円）

財 　 源 　 内 　 訳 （円）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一 般 財 源

公 共 駐 車 場 事 業 133,279,150 0 0 234,145 133,045,005
＜ 交 通 環 境 の 保 全 ＞

－ 345 －



１　母子父子寡婦福祉資金貸付事業費 23,347,907 円 （子育て支援課）

［総　括］

　母子父子寡婦福祉資金貸付制度は、母子及び父子並びに寡婦福祉法に基づき、ひとり親家庭等の福祉増進を目的

として、「現に 20 歳未満の児童を扶養している、配偶者のない女子または男子」及び「かつて配偶者のない女子と

して児童を扶養していたことのある、配偶者のない女子」に対して貸付を行うものであり、貸付金の種類としては

修学資金、就学支度資金、修業資金等がある。

　今後も、ひとり親家庭等の経済的自立や生活の向上を図るため、貸付制度の周知を図り、活用を促していく。

［実績及び成果］

　　母子父子寡婦福祉資金貸付事業費 23,347,907 円

　　〔貸付状況〕

［指　標］

区　　　　分 令和２年度 令和３年度

母 子 福 祉 資 金 貸 付 件 数 4件 5件

父 子 福 祉 資 金 貸 付 件 数 0 0

寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 件 数 0 0

計 4 5

母 子 福 祉 資 金 貸 付 金 額 1,246,500円 2,700,000円

父 子 福 祉 資 金 貸 付 金 額 0 0

寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 金 額 0 0

計 1,246,500 2,700,000

指 標 名：母子父子寡婦福祉資金貸付事業借入者数
指標説明：　　　　　　　〃

0人

10人

20人

30人
進捗率

3年度2年度元年度30年度29年度

4人 5人

10人 10人 8人

母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計

決算額等

会計名
決算額（円）

財 　 源 　 内 　 訳 （円）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一 般 財 源

母子父子寡婦福祉資金貸付事業 23,347,907 0 0 2,700,000 20,647,907
＜ひとり親家庭等の自立支援＞
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１　後期高齢者医療事務費 78,194,444 円 （国保年金課）

［総　括］

　愛知県後期高齢者医療広域連合とともに、適正な資格管理、保険給付を行った。また、保険料未納者へ催告や臨

戸訪問を行うとともに、必要に応じ滞納処分を行い、収入率の向上につなげた。今後も後期高齢者医療制度の安定

運営に努めていく。

［実績及び成果］

　　窓口事務費 65,582,675 円

　　　　※豊橋市が後期高齢者医療被保険者証の引き渡しをしている数

　　徴収事務費 12,611,769 円

［指　標］

被 保 険 者 数
令和２年度 令和３年度 比　　較

49,527人 50,718人 2.4％

指 標 名：保険料収入率
指標説明：収入済額／調定額

98.00％

98.40％

98.80％

99.20％

99.60％

100.00％
成果向上

3年度2年度元年度30年度29年度

98.82％
98.93％

99.03％
99.30％ 99.33％

後期高齢者医療特別会計

区　　　　　分 令和２年度 令和３年度 比　　較

保険料徴収対象

年 間 実 員

特 別 徴 収 38,116人 38,661人 1.4％

普 通 徴 収 11,411　 12,057　 5.7　

督 促 状 発 付 件 数 4,231件 4,069件 △ 3.8　

口座振替利用者数（普通徴収） 7,210人 7,192人 △ 0.2　

決算額等

会計名
決算額（円）

財 　 源 　 内 　 訳 （円）

国県支出金 地　方　債 そ　の　他 一 般 財 源

後 期 高 齢 者 医 療 8,971,082,083 0 0 245,864,481 8,725,217,602
＜公的医療保険制度の円滑な運営＞
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２　保健事業費 167,825,849 円 （国保年金課・長寿介護課・健康増進課）

＜疾病の予防対策の推進・高齢者の生活支援サービスの充実＞

［総　括］

　病気の予防及び早期発見のため、健康診査を実施するとともに、集団健診会場において、野菜摂取量についての

講座など生活習慣病予防のための健康教育を行った。また、新たに高齢者の健康づくりや介護予防を一体的に実施

する保健介護一体事業を立ち上げ、コーディネーター保健師を中心に健康講座の開催や個別支援によりフレイル対

策等に取り組んだ。今後も、後期高齢者の健康寿命の延伸のため保健事業の充実に努めていく。

［実績及び成果］

　　健康診査事業費 164,548,323 円

　　保健介護一体事業費 601,348 円

　　　　※圏域とは日常生活圏域の概ね中学校区の区域

［指　標］

指 標 名：健康診査受診者数
指標説明：　　　 〃

0人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人
受診件数

3年度2年度元年度30年度29年度

13,515人 14,931人

11,999人

14,790人14,793人

区　　　　分 令和２年度 令和３年度 比　　較

受 診 者 数 14,793人 14,790人 0.0％

区　　　　分 令和２年度 令和３年度 比　　較

実 施 圏 域 数 ─ 3圏域 皆増

通いの場等における支援 ─ 延　120人 皆増

個 別 的 支 援 ─ 延　227　 皆増
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